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場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：５月９日（火）  

１１：００～１２：００ 

気軽に発声練習してみませんか？ 

大人向けの音読会です。 

もちろんお子さんも参加できますよ☆ 

４月につづき５月のテーマも、『唱歌』！ 

 

５月は１０,１７,２４,３１が視聴覚室開放 day♪ 

☆幼児向けおはなし会 

５月 １０日、２４日 ⇒１０：００～ 

５月 １7 日 ⇒１１：００～ 

 

☆ウォンバットエクササイズ 

５月３１日（水） １０：３０～ 

乳幼児向けの親子体操教室です☆ 

レッツ！エンジョイ！エクササイズ！ 

 

 

 ・5月 6日（土） 

時間→１１：００～１１：３０ 

 

・5月 21日（日） 

 時間→１１：００～１１：３０ 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：５月２７日（土）１０：００～ 

内容：「黄色いリボン」（上映時間：１０４分） 

☆1949年作、ジョン・フォード監督作品。 

「騎兵隊３部作」の第２作。 

お申込不要です。無料でご覧いただけます。 

場所：明野図書館 カウンター前「特集コーナー」  

テーマは「楽」 楽しい・ラクラク♪などなど…。 

さてさてどんな本が並ぶかな？ 

タイトル文字：滝平二郎 

 

会場：明野図書館 視聴覚室 

日時：５月３日（水）・４日（木）・５日（金）９：００～１７：００ 

リサイクル本を無料で配布いたします。 

今回のリサイクルには雑誌も出ます☆ 

お持ち帰りのバックなどをお持ちの上、ご利用ください。 

無くなり次第終了となります。 

場所：明野図書館 展示ケース前 

みなさんの「おすすめ」をご紹介☆ 

場所：明野図書館 視聴覚室 13:00～17:00 

金曜日限定で、大人向けに視聴覚室を開放し

ます！音楽が流れる部屋で、読書などを楽し

んでみませんか？ 

出入り自由なので、 

お気軽にご利用ください(*^_^*) 



 

－くらしに生かそうみんなの図書館－                    

明野図書館        ℡:0296-52-2466  http://library-city-chikusei.jp/

コラム No.3５７ 
 

 

 

富士山礼賛 

上野 怜 

曇らねば 誰が見てもよし 富士の山 

うまれ姿で いく世経るとも 

 二宮尊徳『三才報徳金毛録』（岩波書店）の最後に、「幼童を諭す歌十二首」が詠まれている。

上記の道歌はその一つである。富士山は古来からその姿が美しいことから日本人の心を惹きつけ

てきた。最近は富士山が世界文化遺産に登録されたことにより海外からも訪れる人も多くなって

きている。 

 青空を背景に、白く雪を頂いた姿を眺めると、言葉では言い表せないほど清々とした感動を与

えてくれる。いつものことだが東海道新幹線の車窓から見る雄大で優美な富士山に、乗り合わせ

たみんなが「おおうぉ・・」と歓声を発するのも当然である。 

 道歌「曇らねば・・・・」に話題を戻そう。尊徳はこの道歌の表題に「正直」と名している。

幼童を諭す歌という子どもの歌ではあるが、「正直」という徳性について、尊徳翁がどのように

考えていたのか想いを馳せてみたい。 

 尊徳研究家の佐々井信太郎著『解説 二宮先生道歌選』（報徳博物館発行）には、「二宮先生

の富士礼賛の意味は、豊あしはらが瑞穂の国と開かれそめてから、日本は自然人から文化人とな

った。利のため、名のためを捨てて、日本の自然の徳性を開びゃくして後世に譲り積んだ徳が日

本となった。その徳に報ゆべく譲り積んだのが代々の日本人である。この譲り積んだ徳が富士の

秀峰である。富士は日本の象徴である。徳を積んだ秀峰が礼賛されるように、心に曇りがない行

動を一貫すれば、それは曇らない富士の美と好一対である。」と。 

 私は、幼少時の「正直」こそ、その人間のその後の生き方に大なる影響を与えることを、この

道歌から読取ってみた。生まれた時の真っさらな心をいつまでも持ち続けることは難しいが、せ

めてそう有りたいと願う気持ちを日々振り返ってみることは大事だと思う。私自身ベンジャミン

・フランクリンや広瀬淡窓に見倣って、「日々を振り返る 17か条」を実践中である。その一つが

「神仏に手を合わせ、他者の御恩に感謝する」である。朝のスタートを心新たな誓いで始めるこ

とにしている。尊徳道歌「いにしえの白きをおもひせんたくの かえすがえすもかえすがえすも」

は、私の好きな心の洗たく道歌である。 

 日本の歌百選に選ばれた文部省唱歌「ふじの山」（あたまを雲の上に出し）は、日本国民の愛

唱歌として親しまれてきた。この歌の歌詞は、富士そのものを賛美して歌い上げている。特に二

番の「青空高く聳え立ち からだに雪の着物着て 霞の裾を遠くひく 富士は日本一の山」は、

北斎の富嶽三十六景の絵を思い出させてくれる。いつまでも日本の気高さを象徴する富士山を大

切にしたい。 

（うえの さとし ／ 前筑西市教育長、報徳壹圓塾幹事） 

 


